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このたびは、激しい台風でニュースレター読者の皆様方にお祈り頂きまして、心より感謝申し上げます。おかげさまで何とか今号も
全ページではないですが、いくつかのページで作業させていただくことができました。私の住むエリアの電気復旧はおよそ2カ月間
かかります。ですので今はまだ折り返しで、発電機を使用して行っています。来月号では電気が復旧していますように！

（細井浩子）
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新連載「シャロームニッポン」がスタート

栄子・スティーブンス × 輪嶋 東太郎　対談
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガプロジェクト2022

　大型の台風22号は、昨年12月16日から18日かけて、フィリピン
中南部を通過し甚大な被害をもたらしました。また、トンガ沖の
海底火山噴火など、世界で様々な自然災害が起きています。ライフ
ラインが速やかに復旧され守られますように。

栄子・スティーブンス師ご夫妻のために
　お祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル師の健康
が守られるように。アメリカの教会での終末セミナー、ニュース
レターの対談や執筆活動の上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれ
るように。

Bride Vol.118 拡大号（A4/6P）

新連載「シャロームニッポン」のために
　栄子・スティーブンス師と輪嶋東太郎氏の対談による、福音
伝道のニュースレターが、一人でも多くの方に用いられ、日本に
シャローム（ヘブライ語で平和、平安の意味）が、主のあらゆる祝福
が日本に注がれますようお祈りください。

国内外のコロナ感染拡大に伴う影響や自然災害を覚えて
　国内外でコロナが感染拡大し、様々な影響があります。お一人
おひとりの健康と生活が守られますように。

～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

栄子・スティーブンス Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.20 未来の預言―その12

新連載 日本シリーズ 2
ニッポン

シャロームニッポン

「シャロームニッポン」スタート！
栄子・スティーブンス師と輪嶋東太郎氏の
対談シリーズが今月からスタートしました。
愛する日本の皆様へ、神様からのラブレターである
『聖書』を分かりやすくお伝えするバイブルトークです。

二人の証人の復活

ご感想やお声をお聞かせください。全国からの祈りの課題もお待ちしております。

メールアドレス：info@omega.or.jp　TEL＆FAX：06-6777-2117

早春のめじろと梅の花



ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

(C)Valen1988 

栄子・スティーブンス

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 20
―その12未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

これまでのオメガの黙示録の学びは、2021年から黙示録4章に入り、私たちはようやく11章までたどり着きました。
未来の預言として、これまでのシリーズのまとめを以下に記しておきます。

未来の預言①　天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
未来の預言②　天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
未来の預言③　ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
未来の預言④　ダニエル書の70週の学び（ダニ9:24～27）
未来の預言⑤　大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
未来の預言⑥　第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
未来の預言⑦　第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
未来の預言⑧　第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
未来の預言⑨　第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
未来の預言⑩　第3の災い：第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
未来の預言⑪　ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」（黙11:3～5）

　
さあ、今月は、「二人の証人の復活」について共に学んでいきましょう。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

二人の証人の復活

ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン
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拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。
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12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

これまでのオメガの黙示録の学びは、2021年から黙示録4章に入り、私たちはようやく11章までたどり着きました。
未来の預言として、これまでのシリーズのまとめを以下に記しておきます。

未来の預言①　天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
未来の預言②　天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
未来の預言③　ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
未来の預言④　ダニエル書の70週の学び（ダニ9:24～27）
未来の預言⑤　大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
未来の預言⑥　第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
未来の預言⑦　第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
未来の預言⑧　第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
未来の預言⑨　第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
未来の預言⑩　第3の災い：第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
未来の預言⑪　ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」（黙11:3～5）

　
さあ、今月は、「二人の証人の復活」について共に学んでいきましょう。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

二人の証人の復活



ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン
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12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

これまでのオメガの黙示録の学びは、2021年から黙示録4章に入り、私たちはようやく11章までたどり着きました。
未来の預言として、これまでのシリーズのまとめを以下に記しておきます。

未来の預言①　天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
未来の預言②　天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
未来の預言③　ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
未来の預言④　ダニエル書の70週の学び（ダニ9:24～27）
未来の預言⑤　大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
未来の預言⑥　第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
未来の預言⑦　第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
未来の預言⑧　第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
未来の預言⑨　第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
未来の預言⑩　第3の災い：第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
未来の預言⑪　ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」（黙11:3～5）

　
さあ、今月は、「二人の証人の復活」について共に学んでいきましょう。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

二人の証人の復活

ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン
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12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

これまでのオメガの黙示録の学びは、2021年から黙示録4章に入り、私たちはようやく11章までたどり着きました。
未来の預言として、これまでのシリーズのまとめを以下に記しておきます。

未来の預言①　天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙4:1～11）
未来の預言②　天の巻物、封印が解かれる（黙5:1～9）
未来の預言③　ほふられた小羊への賛美・第1の封印が解かれる（黙5:11～6:2）
未来の預言④　ダニエル書の70週の学び（ダニ9:24～27）
未来の預言⑤　大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第2・第3・第4の封印（黙6:3～8）
未来の預言⑥　第5の封印、第6の封印、終末の伝道師たち（黙6:9～7:17）
未来の預言⑦　第7の封印、第1から第4のラッパ、三つの災い（黙8:1～13）
未来の預言⑧　第1の災い、第5のラッパ（黙9:1～12）
未来の預言⑨　第2の災い、第6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙9:13～10:6）
未来の預言⑩　第3の災い：第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）
未来の預言⑪　ゼカリヤ書の預言と「二人の証人」（黙11:3～5）

　
さあ、今月は、「二人の証人の復活」について共に学んでいきましょう。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

二人の証人の復活
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

（P9へ続く）

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン
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12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

（P9へ続く）

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

エルサレムのヤッファ通り
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12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

新連載「シャロームニッポン」がスタート

尊い主の御名を賛美します。

いよいよ「シャロームニッポン」の新連載がスタートです！
今月号は、新連載拡大号として、別途パンフレット6ページ全10ページでお届けしています。

2020年、2021年はコロナ禍の中で、世界中の人々が、社会の有り様について、生き方について自問自答させ
られたのではないでしょうか。

栄子先生も数十年の献身生活の中で、アメリカやイスラエルから来日できなかったのは初めての経験です。輪嶋
氏も音楽プロデュ―サーとしてコンサートやイベント開催に制限がかかる社会生活での経験は初めてです。

コロナによるパンデミックの経験は、新しい社会生活のあり方や日常、働き方など多方面で急速に変化する時代に
突入したことを誰もが否むことはできないのではないかと思います。

時代は移り変わっていきます。しかし、永遠に変わらないものは一つだけです。それは、神の愛と神の言葉です。

「草は枯れ、花はしぼむが わたしたちの神の言葉はとこしえに立つ。」イザヤ書40章8節（新共同訳）

サン＝テグジュペリ「星の王子様」の有名な言葉の中で「いちばん大切なことは、目に見えない」という言葉が
あります。

目に見えない大切なものが、この世界にはたくさんあります。空気や時間もそうです。人間の心も目には見えま
せん。神の愛や聖霊も目に見えません。

「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」
1コリント13章13節（新共同訳）

目には見えない大切なことの中で、永遠に変わらず朽ちることのない最上級のものは神の愛です。その信仰と
確信、神のみことばの土台の上に、オメガ・ジャパンが生まれました。イスラエルを軸にしなければ見えてこない
聖書の世界、創世記から黙示録まですべてを神の愛を軸に読まなければ、聴こえてこない神の御声。それらの前提が
日本の教会において、世界的・歴史的なコロナ禍という困難を通して開かれた神の国の扉、永遠の命に至る道が
日本に開かれていく2022年だと思います。

聖書が伝える神の愛を、愛する日本のすべての人へ伝えたい！イエス様は神の愛を現すために2千年前に人の子
として、この地に来られました。そして、もう一度来られます。すべては父なる神の愛から始まり、父なる神の愛
のうちに生きるようになるためです。

「シャロームニッポン」は愛する日本へ天にあるすべての祝福と平安、平和と繁栄、癒やしと救いがあるように祈
りを込めて、ついに！いよいよ！とうとう！スタートです！

今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注が
れますよう心よりお祈り申し上げます。

イザヤ40章31節

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

しかし、主を待ち望む者は新しく力を得、
鷲のように翼をかって上ることができる。
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二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

04

ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

（P9へ続く）

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

新連載「シャロームニッポン」がスタート

尊い主の御名を賛美します。

いよいよ「シャロームニッポン」の新連載がスタートです！
今月号は、新連載拡大号として、別途パンフレット6ページ全10ページでお届けしています。

2020年、2021年はコロナ禍の中で、世界中の人々が、社会の有り様について、生き方について自問自答させ
られたのではないでしょうか。

栄子先生も数十年の献身生活の中で、アメリカやイスラエルから来日できなかったのは初めての経験です。輪嶋
氏も音楽プロデュ―サーとしてコンサートやイベント開催に制限がかかる社会生活での経験は初めてです。

コロナによるパンデミックの経験は、新しい社会生活のあり方や日常、働き方など多方面で急速に変化する時代に
突入したことを誰もが否むことはできないのではないかと思います。

時代は移り変わっていきます。しかし、永遠に変わらないものは一つだけです。それは、神の愛と神の言葉です。

「草は枯れ、花はしぼむが わたしたちの神の言葉はとこしえに立つ。」イザヤ書40章8節（新共同訳）

サン＝テグジュペリ「星の王子様」の有名な言葉の中で「いちばん大切なことは、目に見えない」という言葉が
あります。

目に見えない大切なものが、この世界にはたくさんあります。空気や時間もそうです。人間の心も目には見えま
せん。神の愛や聖霊も目に見えません。

「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」
1コリント13章13節（新共同訳）

目には見えない大切なことの中で、永遠に変わらず朽ちることのない最上級のものは神の愛です。その信仰と
確信、神のみことばの土台の上に、オメガ・ジャパンが生まれました。イスラエルを軸にしなければ見えてこない
聖書の世界、創世記から黙示録まですべてを神の愛を軸に読まなければ、聴こえてこない神の御声。それらの前提が
日本の教会において、世界的・歴史的なコロナ禍という困難を通して開かれた神の国の扉、永遠の命に至る道が
日本に開かれていく2022年だと思います。

聖書が伝える神の愛を、愛する日本のすべての人へ伝えたい！イエス様は神の愛を現すために2千年前に人の子
として、この地に来られました。そして、もう一度来られます。すべては父なる神の愛から始まり、父なる神の愛
のうちに生きるようになるためです。

「シャロームニッポン」は愛する日本へ天にあるすべての祝福と平安、平和と繁栄、癒やしと救いがあるように祈
りを込めて、ついに！いよいよ！とうとう！スタートです！

今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注が
れますよう心よりお祈り申し上げます。

イザヤ40章31節

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

しかし、主を待ち望む者は新しく力を得、
鷲のように翼をかって上ることができる。

2022年2月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

04

ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

（P9へ続く）

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

日
本
人
が
こ
う
な
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

輪
嶋
　
お
そ
ら
く
バ
リ
バ
リ
日
本
人
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
バ
リ
バ
リ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の
か
も
、

で
す
ね（
笑
）

栄
子

　だ
か
ら
矛
盾
し
な
い
ん
で
す
よ
、
す
ご
い

日
本
人
的
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
人
が
イ
エ
ス
様

の
愛
を
受
け
取
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え
ず
に
い
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
。
そ
れ
が
外
か
ら
見
る
と
よ
ー

く
わ
か
る
の
。

輪
嶋
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
イ
エ
ス
様
と
出
会
っ

た
時
に
感
じ
た
感
覚
は
、
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
の
中
心

に
よ
う
や
く
当
た
っ
た
感
じ（
笑
）。
そ
れ
ま
で
、

本
当
の
も
の
、
本
当
の
愛
、
真
理
を
求
め
て
、
あ

の
矢
を
投
げ
て
投
げ
て
投
げ
ま
く
っ
た
揚
げ
句
、

つ
い
に
当
た
っ
た
、
っ
て
感
じ
で
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
私
よ
り
も
さ
ら
に
信
仰
深
く
、
激

し
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
現
在
84

に
な
る
母
。
お
か
げ
で
二
年
前
に
洗
礼
を
受
け
ま

し
た
が
、「
私
が
求
め
て
き
た
の
は
こ
れ
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
！
」っ
て
言
い
な
が
ら
、
毎
日
聖
書
を

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
ま
す
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を

鍵
に
し
て
。
そ
の
様
を
見
る
に
つ
け
、
人
口
の
4

人
に
一
人
は
60
歳
以
上
に
な
っ
た
高
齢
化
、
国
民

大
終
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
日
本
に
は
、
こ
う
い

う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
だ
と
、
ま
す
ま
す
確

信
を
深
め
て
い
ま
す
。

栄
子

　う
わ
ー
う
れ
し
い
、
そ
う
い
う
お
話
し
こ
れ

か
ら
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
に
な
る
っ
て
思
う
と
、

輪
嶋
　
神
様
の
な
さ
る
こ
と
全
て
に
理
由
が
お
あ

り
に
な
る
、
栄
子
先
生
か
ら
の
聖
書
の
学
び
で
、

そ
の
こ
と
を
細
胞
レ
ベ
ル
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
中
に
、
神
様
に
最
後
ま
で
残
さ
れ
て

い
る
、
真
の
霊
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
を「
レ
ム
ナ
ン
ト
」

と
呼
ぶ
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
、
終
わ
り
の
時

に
向
け
て
、
私
た
ち
も
神
様
の「
そ
の
時
」ま
で

取
っ
て
お
か
れ
て
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
さ
え
し

て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
1
%
の
奇
跡
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

栄
子

　で
も
ね
輪
嶋
さ
ん
、
私
は
ね
、
1
%
と
い

う
の
は
海
の
上
か
ら
顔
を
出
し
て
る
氷
山
の
よ
う

に
思
え
る
の
。
ま
だ
見
え
て
来
な
い
だ
け
で
、
そ

の
下
に
聖
書
の
真
理
、
イ
エ
ス
様
を
知
っ
た
ら
、

今
の
輪
嶋
さ
ん
み
た
い
に
な
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
っ
て
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。
輪
嶋
さ
ん
が
い

い
例
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

輪
嶋
　
あ
、
た
し
か
に
。。

私
な
ん
か
、
バ
リ
バ
リ
、
先
祖
供
養
、
神
社
仏
閣
参

り
フ
リ
ー
ク
、
武
士
道
崇
拝
者
で
し
た
も
ん
ね…

栄
子

　ほ
ら
ね
。

日
本
C
G
N
T
V
の「
キ
ボ
ウ
の
ト
モ
シ
ビ
」っ
て

番
組
で
輪
嶋
さ
ん
の
証
し
み
ま
し
た
よ
。
で
も
そ

ん
な
輪
嶋
さ
ん
が
、
今
イ
エ
ス
様
の
愛
を
伝
え
る

こ
と
、
こ
ん
な
に
熱
く
な
っ
て
る
ん
で
す
か
ら（
笑
）

輪
嶋
　
確
か
に
そ
う
で
す
よ
ね
。

栄
子

　そ
ん
な
精
神
的
、
文
化
的
ま
た
信
仰
的
に

も
、
輪
嶋
さ
ん
流
に
言
え
ば
、
バ
リ
バ
リ（
笑
）の

「
い
よ
い
よ
日
本
に
リ
バ
イ
バ
ル
が
は
じ
ま
っ
た
」っ

て
い
う
思
い
に
な
り
ま
す
ね
。
肉
体
の
命
の
時
間
を

意
識
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
イ
エ
ス
様
と
出
会

う
こ
と
が
切
実
に
必
要
な
の
で
す
も
の
ね…

輪
嶋
　
み
ん
な
求
め
て
る
、
ど
こ
か
で…

。
山
に

登
り
た
い
し
、
登
る
気
満
々
。
で
も
、
ハ
ッ
キ
リ

し
た
山
の
登
り
方
を
知
ら
ず
に
麓
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し

て
る…

か
つ
て
の
僕
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

栄
子

　で
も
ね
、
私
は
日
本
人
の
も
う
一
つ
の
素

晴
ら
し
い
特
性
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

一
度
良
い
、
っ
て
気
づ
く
と
、
躊
躇
な
く
そ
れ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
さ
っ
て
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

輪
嶋
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
、
う
な
じ頸
が
硬
く
な
い
？

（
笑
）

栄
子

　そ
し
て
、
本
当
に
真
面
目
で
勤
勉
で
勉
強

熱
心
だ
か
ら
、
そ
れ
を
極
め
ち
ゃ
う
。
世
界
の
ど

の
国
に
行
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
ん
な
国
の
食

べ
物
が
、
こ
ん
な
レ
ベ
ル
で
、
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
国
な
ん
て
、
ど
っ
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
よ（
笑
）。

そ
れ
ひ
と
つ
取
っ
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が

よ
ー
く
わ
か
り
ま
す
。

輪
嶋
　
い
や
ー
先
生
、
で
は
今
年
か
ら
こ
う
し
て

始
ま
っ
た「
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
」の
欄
、
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
リ
バ
リ
日
本
人
と
し

て
バ
リ
バ
リ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
者
と
し
て
、

日
本
独
特
の
文
化
や
習
慣
、
先
祖
の
因
縁
に
つ
い

て
な
ど
い
ろ
ん
な
質
問
が
あ
る
ん
で
す
。

栄
子

　あ
ー
、
そ
れ
ぜ
ー
ん
ぶ
聖
書
に
書
い
て
あ

り
ま
す
よ（
笑
）。

輪
嶋
　
そ
の
こ
と
教
え
て
あ
げ
た
い
人
、
周
り
に

た
ー
っ
く
さ
ん
い
ま
す
。

栄
子

　だ
か
ら
聖
書
っ
て
神
様
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
な

ん
で
す
。
そ
の
愛
に
欠
け
て
る
こ
と
や
、
漏
れ
て

る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

（
次
号
に
続
く
）

ス
ラ
エ
ル 

S
e
a
s
o
n 

Ⅱ
』を
制
作
し
た
時
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
黙
示
録
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
教
会
の
中
で
は

強
烈
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
き
た
経
緯

の
あ
る
な
か
で
、
そ
の
こ
と
自
体
が
か
な
り
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
も
ん
ね…

栄
子

　本
当
に
そ
う
で
す
。
で
も
人
類
を
ご
自
分

の
元
へ
取
り
戻
す
た
め
に
、
神
様
は
着
実
に
そ
の

ご
計
画
を
お
す
す
め
に
な
り
ま
す
。
神
が
創
造
さ

れ
た
世
界
で
生
き
る
人
類
の
歴
史
も
、
私
た
ち
の

命
も
人
生
も
、
そ
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
あ
の
時

に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
日
本
で
も
、
た
っ
た
2

年
で
聖
書
預
言
と
黙
示
録
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

語
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
ほ
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と

を
見
て
も
、
私
は「
そ
の
時
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

だ
な
」と
い
う
思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
聖
書
の
預
言
の
通
り
、

人
間
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
聖
書
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
そ

の
時
代
に
向
け
て
一
番
平
安
で
確
実
な
唯
一
の
方

法
が
、
イ
エ
ス
様
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
聖
書
の
作
者
で
あ
る
神
様

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
約
束
な
の
で
す
か
ら
、

輪
嶋
　
今
こ
う
し
て
こ
こ
で
二
人
で
盛
り
上
が
っ

て
ま
す
が（
笑
）、
一
方
で
実
際
こ
れ
ま
で
日
本
は
、

先
ほ
ど
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に「
宣
教
の
墓

場
」な
ん
て
呼
ば
れ
る
く
ら
い
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広

ま
ら
な
い
国
、
伝
道
を
し
て
も
し
て
も
、
ず
っ
と

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
数
は
国
民
の
1
%
の
ま
ん
ま

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
嘆
き
の
声
も
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
よ
ね
。

栄
子

　だ
か
ら
今
こ
そ
、
な
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
お

話
し
し
て
き
た
通
り
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
が
福
音

伝
道
に
お
い
て
、
神
様
か
ら
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
今

ま
で「
日
本
人
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
福
音
伝
道
を

難
し
く
し
て
い
る
」と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
、
実
は
そ
れ
が
障
害
で
は
な
く
、
む

し
ろ
特
権
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
、
い
や

真
認
識
す
る
た
め
に
、
聖
書
を
地
図
と
し
て
、
日
本

人
と
そ
の
文
化
、
精
神
構
造
の
中
に
再
発
見
し
て
い

く
旅
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

輪
嶋
　
そ
の
た
め
に
も
栄
子
先
生
、
み
こ
と
ば
と

い
う
完
璧
な
道
案
内
を
収
め
た
地
図
の
正
し
い
読

み
方
の
シ
ェ
ア
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！
　
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。
新
し
い
旅
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
ね
。
考
え
て
み
れ
ば『
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ

怖
が
る
必
要
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

輪
嶋
　
ア
ー
メ
ン

栄
子

　『シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n 

Ⅰ
』

で
死
海
文
書
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
ご
紹
介
し
た

回
が
あ
り
ま
し
ね
。

輪
嶋
　
は
い
、
あ
れ
は
15
話
で
し
た
。
も
う
本
当

に
私
、
あ
の
お
話
も
ぶ
っ
た
ま
げ
ま
し
た
。

栄
子

　あ
の
時
に
私
、「
死
海
文
書
は
見
つ
か
っ
た

の
が
奇
跡
で
は
な
く
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
が

奇
跡
な
の
で
す
」と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

輪
嶋
　
は
い
、
よ
ー
く
覚
え
て
い
ま
す
、
そ
の
表
現
。

栄
子

　日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
1
%
に
関
し

て
も
、
私
は
お
ん
な
じ
こ
と
を
思
う
の
で
す
。

輪
嶋
　
と
言
う
と
？

栄
子

　ご
存
知
の
よ
う
に
、
先
進
国
の
な
か
で
こ

ん
な
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
口
が
少
な
い
の
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
日
本
だ
け
、
と
い
う
ほ
ど
の
状
況
で
、

先
ほ
ど
か
ら
何
回
も
、
日
本
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

言
え
ば
決
ま
り
文
句
み
た
い
に
出
て
く
る
の
が

「
1
%
」で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
1
%
、
1
%
と
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
れ
な
い
99
%
の
方
に
ば
っ
か

り
目
が
行
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
に
囚
わ
れ

る
の
で
す
が
、
で
も
、
こ
こ
で
も
う
一
度
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
1
%
か
ら
増
え
な
い
こ
と
が
異
常

だ
と
思
う
前
に
、
私
は
日
本
の
よ
う
な
国
で
、
よ

く
こ
の
1
%
が
消
え
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
こ
れ
こ

そ
奇
跡
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

輪
嶋
　
本
当
だ…

増
え
な
い
の
が
異
常
な
の
で
は

な
く
、
消
え
な
か
っ
た
の
が
奇
跡
だ
と…

そ
の
点

で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
根
絶
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
み
た
い
だ…

栄
子

　そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
の
1
%
の
炎
が
消
え
な
い
よ
う
に
守
っ
て
来
ら

れ
た
の
は
神
様
ご
自
身
で
あ
り
、
神
様
の
私
た
ち

日
本
人
に
対
す
る
愛
を
思
う
と
涙
が
出
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
炎
を
灯
し
続
け
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
の
信
仰
の
先
輩
た
ち
、
そ
し
て

今
現
在
も
大
変
な
ご
苦
労
の
な
か
で
信
仰
の
光
を

灯
し
続
け
て
い
る
日
本
中
の
教
会
の
牧
師
先
生
は
じ

め
、
皆
さ
ん
に
感
謝
で
感
謝
で
、
胸
が
あ
ふ
れ
そ
う

に
な
る
の
で
す
。
そ
ん
な
日
本
の
全
て
の
教
会
の
た

め
に
ご
奉
仕
し
た
い
、
お
仕
え
し
た
い…

輪
嶋
　
栄
子
先
生
の
、
そ
し
て
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
の
切
実
な
る
想
い
で
す
ね…

栄
子

　そ
の
思
い
が
、
地
球
の
ど
こ
に
い
て
も
私

を
支
え
、
動
か
し
て
き
た
全
て
の
原
動
力
な
ん
で

す
、
本
当
に
。

い
よ
い
よ
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
で
す
！

日
本
シ
リ
ー
ズ
2

ニ
ッ
ポ
ン

に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
で
も
な
お
、日
本
人
だ
か
ら
こ
そ
！

1
%
の
炎
が
消
え
な
か
っ
た
奇
跡
を
見
つ
め
よ
う

1
%
が
消
え
な
か
っ
た
、

ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
軌
跡
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
す

ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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あ
げ
た
い
人
、
周
り
に

た
ー
っ
く
さ
ん
い
ま
す
。

栄
子

　だ
か
ら
聖
書
っ
て
神
様
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
な

ん
で
す
。
そ
の
愛
に
欠
け
て
る
こ
と
や
、
漏
れ
て

る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

（
次
号
に
続
く
）

ス
ラ
エ
ル 

S
e
a
s
o
n 

Ⅱ
』を
制
作
し
た
時
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
黙
示
録
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
教
会
の
中
で
は

強
烈
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
き
た
経
緯

の
あ
る
な
か
で
、
そ
の
こ
と
自
体
が
か
な
り
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
も
ん
ね…

栄
子

　本
当
に
そ
う
で
す
。
で
も
人
類
を
ご
自
分

の
元
へ
取
り
戻
す
た
め
に
、
神
様
は
着
実
に
そ
の

ご
計
画
を
お
す
す
め
に
な
り
ま
す
。
神
が
創
造
さ

れ
た
世
界
で
生
き
る
人
類
の
歴
史
も
、
私
た
ち
の

命
も
人
生
も
、
そ
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
あ
の
時

に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
日
本
で
も
、
た
っ
た
2

年
で
聖
書
預
言
と
黙
示
録
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

語
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
ほ
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と

を
見
て
も
、
私
は「
そ
の
時
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

だ
な
」と
い
う
思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
聖
書
の
預
言
の
通
り
、

人
間
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
聖
書
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
そ

の
時
代
に
向
け
て
一
番
平
安
で
確
実
な
唯
一
の
方

法
が
、
イ
エ
ス
様
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
聖
書
の
作
者
で
あ
る
神
様

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
約
束
な
の
で
す
か
ら
、

輪
嶋
　
今
こ
う
し
て
こ
こ
で
二
人
で
盛
り
上
が
っ

て
ま
す
が（
笑
）、
一
方
で
実
際
こ
れ
ま
で
日
本
は
、

先
ほ
ど
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に「
宣
教
の
墓

場
」な
ん
て
呼
ば
れ
る
く
ら
い
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広

ま
ら
な
い
国
、
伝
道
を
し
て
も
し
て
も
、
ず
っ
と

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
数
は
国
民
の
1
%
の
ま
ん
ま

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
嘆
き
の
声
も
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
よ
ね
。

栄
子

　だ
か
ら
今
こ
そ
、
な
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
お

話
し
し
て
き
た
通
り
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
が
福
音

伝
道
に
お
い
て
、
神
様
か
ら
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
今

ま
で「
日
本
人
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
福
音
伝
道
を

難
し
く
し
て
い
る
」と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
、
実
は
そ
れ
が
障
害
で
は
な
く
、
む

し
ろ
特
権
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
、
い
や

真
認
識
す
る
た
め
に
、
聖
書
を
地
図
と
し
て
、
日
本

人
と
そ
の
文
化
、
精
神
構
造
の
中
に
再
発
見
し
て
い

く
旅
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

輪
嶋
　
そ
の
た
め
に
も
栄
子
先
生
、
み
こ
と
ば
と

い
う
完
璧
な
道
案
内
を
収
め
た
地
図
の
正
し
い
読

み
方
の
シ
ェ
ア
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！
　
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。
新
し
い
旅
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
ね
。
考
え
て
み
れ
ば『
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ

怖
が
る
必
要
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

輪
嶋
　
ア
ー
メ
ン

栄
子

　『シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n 

Ⅰ
』

で
死
海
文
書
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
ご
紹
介
し
た

回
が
あ
り
ま
し
ね
。

輪
嶋
　
は
い
、
あ
れ
は
15
話
で
し
た
。
も
う
本
当

に
私
、
あ
の
お
話
も
ぶ
っ
た
ま
げ
ま
し
た
。

栄
子

　あ
の
時
に
私
、「
死
海
文
書
は
見
つ
か
っ
た

の
が
奇
跡
で
は
な
く
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
が

奇
跡
な
の
で
す
」と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

輪
嶋
　
は
い
、
よ
ー
く
覚
え
て
い
ま
す
、
そ
の
表
現
。

栄
子

　日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
1
%
に
関
し

て
も
、
私
は
お
ん
な
じ
こ
と
を
思
う
の
で
す
。

輪
嶋
　
と
言
う
と
？

栄
子

　ご
存
知
の
よ
う
に
、
先
進
国
の
な
か
で
こ

ん
な
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
口
が
少
な
い
の
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
日
本
だ
け
、
と
い
う
ほ
ど
の
状
況
で
、

先
ほ
ど
か
ら
何
回
も
、
日
本
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

言
え
ば
決
ま
り
文
句
み
た
い
に
出
て
く
る
の
が

「
1
%
」で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
1
%
、
1
%
と
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
れ
な
い
99
%
の
方
に
ば
っ
か

り
目
が
行
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
に
囚
わ
れ

る
の
で
す
が
、
で
も
、
こ
こ
で
も
う
一
度
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
1
%
か
ら
増
え
な
い
こ
と
が
異
常

だ
と
思
う
前
に
、
私
は
日
本
の
よ
う
な
国
で
、
よ

く
こ
の
1
%
が
消
え
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
こ
れ
こ

そ
奇
跡
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

輪
嶋
　
本
当
だ…

増
え
な
い
の
が
異
常
な
の
で
は

な
く
、
消
え
な
か
っ
た
の
が
奇
跡
だ
と…

そ
の
点

で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
根
絶
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
み
た
い
だ…

栄
子

　そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
の
1
%
の
炎
が
消
え
な
い
よ
う
に
守
っ
て
来
ら

れ
た
の
は
神
様
ご
自
身
で
あ
り
、
神
様
の
私
た
ち

日
本
人
に
対
す
る
愛
を
思
う
と
涙
が
出
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
炎
を
灯
し
続
け
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
の
信
仰
の
先
輩
た
ち
、
そ
し
て

今
現
在
も
大
変
な
ご
苦
労
の
な
か
で
信
仰
の
光
を

灯
し
続
け
て
い
る
日
本
中
の
教
会
の
牧
師
先
生
は
じ

め
、
皆
さ
ん
に
感
謝
で
感
謝
で
、
胸
が
あ
ふ
れ
そ
う

に
な
る
の
で
す
。
そ
ん
な
日
本
の
全
て
の
教
会
の
た

め
に
ご
奉
仕
し
た
い
、
お
仕
え
し
た
い…

輪
嶋
　
栄
子
先
生
の
、
そ
し
て
オ
メ
ガ
・
ジ
ャ
パ

ン
の
切
実
な
る
想
い
で
す
ね…

栄
子

　そ
の
思
い
が
、
地
球
の
ど
こ
に
い
て
も
私

を
支
え
、
動
か
し
て
き
た
全
て
の
原
動
力
な
ん
で

す
、
本
当
に
。

い
よ
い
よ
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
で
す
！

日
本
シ
リ
ー
ズ
2

ニ
ッ
ポ
ン

に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
で
も
な
お
、日
本
人
だ
か
ら
こ
そ
！

1
%
の
炎
が
消
え
な
か
っ
た
奇
跡
を
見
つ
め
よ
う

1
%
が
消
え
な
か
っ
た
、

ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
軌
跡
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
す



ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。

日
本
人
が
こ
う
な
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

輪
嶋
　
お
そ
ら
く
バ
リ
バ
リ
日
本
人
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
バ
リ
バ
リ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の
か
も
、

で
す
ね（
笑
）

栄
子

　だ
か
ら
矛
盾
し
な
い
ん
で
す
よ
、
す
ご
い

日
本
人
的
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
人
が
イ
エ
ス
様

の
愛
を
受
け
取
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え
ず
に
い
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
。
そ
れ
が
外
か
ら
見
る
と
よ
ー

く
わ
か
る
の
。

輪
嶋
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
イ
エ
ス
様
と
出
会
っ

た
時
に
感
じ
た
感
覚
は
、
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
の
中
心

に
よ
う
や
く
当
た
っ
た
感
じ（
笑
）。
そ
れ
ま
で
、

本
当
の
も
の
、
本
当
の
愛
、
真
理
を
求
め
て
、
あ

の
矢
を
投
げ
て
投
げ
て
投
げ
ま
く
っ
た
揚
げ
句
、

つ
い
に
当
た
っ
た
、
っ
て
感
じ
で
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
私
よ
り
も
さ
ら
に
信
仰
深
く
、
激

し
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
現
在
84

に
な
る
母
。
お
か
げ
で
二
年
前
に
洗
礼
を
受
け
ま

し
た
が
、「
私
が
求
め
て
き
た
の
は
こ
れ
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
！
」っ
て
言
い
な
が
ら
、
毎
日
聖
書
を

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
ま
す
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を

鍵
に
し
て
。
そ
の
様
を
見
る
に
つ
け
、
人
口
の
4

人
に
一
人
は
60
歳
以
上
に
な
っ
た
高
齢
化
、
国
民

大
終
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
日
本
に
は
、
こ
う
い

う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
だ
と
、
ま
す
ま
す
確

信
を
深
め
て
い
ま
す
。

栄
子

　う
わ
ー
う
れ
し
い
、
そ
う
い
う
お
話
し
こ
れ

か
ら
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
に
な
る
っ
て
思
う
と
、

輪
嶋
　
神
様
の
な
さ
る
こ
と
全
て
に
理
由
が
お
あ

り
に
な
る
、
栄
子
先
生
か
ら
の
聖
書
の
学
び
で
、

そ
の
こ
と
を
細
胞
レ
ベ
ル
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
中
に
、
神
様
に
最
後
ま
で
残
さ
れ
て

い
る
、
真
の
霊
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
を「
レ
ム
ナ
ン
ト
」

と
呼
ぶ
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
、
終
わ
り
の
時

に
向
け
て
、
私
た
ち
も
神
様
の「
そ
の
時
」ま
で

取
っ
て
お
か
れ
て
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
さ
え
し

て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
1
%
の
奇
跡
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

栄
子

　で
も
ね
輪
嶋
さ
ん
、
私
は
ね
、
1
%
と
い

う
の
は
海
の
上
か
ら
顔
を
出
し
て
る
氷
山
の
よ
う

に
思
え
る
の
。
ま
だ
見
え
て
来
な
い
だ
け
で
、
そ

の
下
に
聖
書
の
真
理
、
イ
エ
ス
様
を
知
っ
た
ら
、

今
の
輪
嶋
さ
ん
み
た
い
に
な
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
っ
て
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。
輪
嶋
さ
ん
が
い

い
例
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

輪
嶋
　
あ
、
た
し
か
に
。。

私
な
ん
か
、
バ
リ
バ
リ
、
先
祖
供
養
、
神
社
仏
閣
参

り
フ
リ
ー
ク
、
武
士
道
崇
拝
者
で
し
た
も
ん
ね…

栄
子

　ほ
ら
ね
。

日
本
C
G
N
T
V
の「
キ
ボ
ウ
の
ト
モ
シ
ビ
」っ
て

番
組
で
輪
嶋
さ
ん
の
証
し
み
ま
し
た
よ
。
で
も
そ

ん
な
輪
嶋
さ
ん
が
、
今
イ
エ
ス
様
の
愛
を
伝
え
る

こ
と
、
こ
ん
な
に
熱
く
な
っ
て
る
ん
で
す
か
ら（
笑
）

輪
嶋
　
確
か
に
そ
う
で
す
よ
ね
。

栄
子

　そ
ん
な
精
神
的
、
文
化
的
ま
た
信
仰
的
に

も
、
輪
嶋
さ
ん
流
に
言
え
ば
、
バ
リ
バ
リ（
笑
）の

「
い
よ
い
よ
日
本
に
リ
バ
イ
バ
ル
が
は
じ
ま
っ
た
」っ

て
い
う
思
い
に
な
り
ま
す
ね
。
肉
体
の
命
の
時
間
を

意
識
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
イ
エ
ス
様
と
出
会

う
こ
と
が
切
実
に
必
要
な
の
で
す
も
の
ね…

輪
嶋
　
み
ん
な
求
め
て
る
、
ど
こ
か
で…

。
山
に

登
り
た
い
し
、
登
る
気
満
々
。
で
も
、
ハ
ッ
キ
リ

し
た
山
の
登
り
方
を
知
ら
ず
に
麓
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し

て
る…

か
つ
て
の
僕
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

栄
子

　で
も
ね
、
私
は
日
本
人
の
も
う
一
つ
の
素

晴
ら
し
い
特
性
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

一
度
良
い
、
っ
て
気
づ
く
と
、
躊
躇
な
く
そ
れ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
さ
っ
て
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

輪
嶋
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
、
う
な
じ頸
が
硬
く
な
い
？

（
笑
）

栄
子

　そ
し
て
、
本
当
に
真
面
目
で
勤
勉
で
勉
強

熱
心
だ
か
ら
、
そ
れ
を
極
め
ち
ゃ
う
。
世
界
の
ど

の
国
に
行
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
ん
な
国
の
食

べ
物
が
、
こ
ん
な
レ
ベ
ル
で
、
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
国
な
ん
て
、
ど
っ
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
よ（
笑
）。

そ
れ
ひ
と
つ
取
っ
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が

よ
ー
く
わ
か
り
ま
す
。

輪
嶋
　
い
や
ー
先
生
、
で
は
今
年
か
ら
こ
う
し
て

始
ま
っ
た「
シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン
」の
欄
、
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
リ
バ
リ
日
本
人
と
し

て
バ
リ
バ
リ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
者
と
し
て
、

日
本
独
特
の
文
化
や
習
慣
、
先
祖
の
因
縁
に
つ
い

て
な
ど
い
ろ
ん
な
質
問
が
あ
る
ん
で
す
。

栄
子

　あ
ー
、
そ
れ
ぜ
ー
ん
ぶ
聖
書
に
書
い
て
あ

り
ま
す
よ（
笑
）。

輪
嶋
　
そ
の
こ
と
教
え
て
あ
げ
た
い
人
、
周
り
に

た
ー
っ
く
さ
ん
い
ま
す
。

栄
子

　だ
か
ら
聖
書
っ
て
神
様
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
な

ん
で
す
。
そ
の
愛
に
欠
け
て
る
こ
と
や
、
漏
れ
て

る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

（
次
号
に
続
く
）

ス
ラ
エ
ル 

S
e
a
s
o
n 

Ⅱ
』を
制
作
し
た
時
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
黙
示
録
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
教
会
の
中
で
は

強
烈
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
き
た
経
緯

の
あ
る
な
か
で
、
そ
の
こ
と
自
体
が
か
な
り
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
も
ん
ね…

栄
子

　本
当
に
そ
う
で
す
。
で
も
人
類
を
ご
自
分

の
元
へ
取
り
戻
す
た
め
に
、
神
様
は
着
実
に
そ
の

ご
計
画
を
お
す
す
め
に
な
り
ま
す
。
神
が
創
造
さ

れ
た
世
界
で
生
き
る
人
類
の
歴
史
も
、
私
た
ち
の

命
も
人
生
も
、
そ
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
あ
の
時

に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
日
本
で
も
、
た
っ
た
2

年
で
聖
書
預
言
と
黙
示
録
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

語
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
ほ
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と

を
見
て
も
、
私
は「
そ
の
時
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

だ
な
」と
い
う
思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
聖
書
の
預
言
の
通
り
、

人
間
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
聖
書
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
そ

の
時
代
に
向
け
て
一
番
平
安
で
確
実
な
唯
一
の
方

法
が
、
イ
エ
ス
様
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
聖
書
の
作
者
で
あ
る
神
様

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
約
束
な
の
で
す
か
ら
、

輪
嶋
　
今
こ
う
し
て
こ
こ
で
二
人
で
盛
り
上
が
っ

て
ま
す
が（
笑
）、
一
方
で
実
際
こ
れ
ま
で
日
本
は
、

先
ほ
ど
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に「
宣
教
の
墓

場
」な
ん
て
呼
ば
れ
る
く
ら
い
、
キ
リ
ス
ト
教
が
広

ま
ら
な
い
国
、
伝
道
を
し
て
も
し
て
も
、
ず
っ
と

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
数
は
国
民
の
1
%
の
ま
ん
ま

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
嘆
き
の
声
も
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
よ
ね
。

栄
子

　だ
か
ら
今
こ
そ
、
な
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
お

話
し
し
て
き
た
通
り
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
が
福
音

伝
道
に
お
い
て
、
神
様
か
ら
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
今

ま
で「
日
本
人
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
福
音
伝
道
を

難
し
く
し
て
い
る
」と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
、
実
は
そ
れ
が
障
害
で
は
な
く
、
む

し
ろ
特
権
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
、
い
や

真
認
識
す
る
た
め
に
、
聖
書
を
地
図
と
し
て
、
日
本

人
と
そ
の
文
化
、
精
神
構
造
の
中
に
再
発
見
し
て
い

く
旅
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

輪
嶋
　
そ
の
た
め
に
も
栄
子
先
生
、
み
こ
と
ば
と

い
う
完
璧
な
道
案
内
を
収
め
た
地
図
の
正
し
い
読

み
方
の
シ
ェ
ア
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！
　
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。
新
し
い
旅
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
ね
。
考
え
て
み
れ
ば『
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ

怖
が
る
必
要
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

輪
嶋
　
ア
ー
メ
ン

栄
子

　『シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
S
e
a
s
o
n 

Ⅰ
』

で
死
海
文
書
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
ご
紹
介
し
た

回
が
あ
り
ま
し
ね
。

輪
嶋
　
は
い
、
あ
れ
は
15
話
で
し
た
。
も
う
本
当

に
私
、
あ
の
お
話
も
ぶ
っ
た
ま
げ
ま
し
た
。

栄
子

　あ
の
時
に
私
、「
死
海
文
書
は
見
つ
か
っ
た

の
が
奇
跡
で
は
な
く
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
が

奇
跡
な
の
で
す
」と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

輪
嶋
　
は
い
、
よ
ー
く
覚
え
て
い
ま
す
、
そ
の
表
現
。

栄
子

　日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
1
%
に
関
し

て
も
、
私
は
お
ん
な
じ
こ
と
を
思
う
の
で
す
。

輪
嶋
　
と
言
う
と
？

栄
子

　ご
存
知
の
よ
う
に
、
先
進
国
の
な
か
で
こ

ん
な
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
口
が
少
な
い
の
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
日
本
だ
け
、
と
い
う
ほ
ど
の
状
況
で
、

先
ほ
ど
か
ら
何
回
も
、
日
本
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

言
え
ば
決
ま
り
文
句
み
た
い
に
出
て
く
る
の
が

「
1
%
」で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
1
%
、
1
%
と
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
れ
な
い
99
%
の
方
に
ば
っ
か

り
目
が
行
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
に
囚
わ
れ

る
の
で
す
が
、
で
も
、
こ
こ
で
も
う
一
度
よ
く
考

え
て
み
る
と
、
1
%
か
ら
増
え
な
い
こ
と
が
異
常

だ
と
思
う
前
に
、
私
は
日
本
の
よ
う
な
国
で
、
よ

く
こ
の
1
%
が
消
え
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
こ
れ
こ

そ
奇
跡
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

輪
嶋
　
本
当
だ…

増
え
な
い
の
が
異
常
な
の
で
は

な
く
、
消
え
な
か
っ
た
の
が
奇
跡
だ
と…

そ
の
点

で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
根
絶
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
み
た
い
だ…

栄
子

　そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
の
1
%
の
炎
が
消
え
な
い
よ
う
に
守
っ
て
来
ら

れ
た
の
は
神
様
ご
自
身
で
あ
り
、
神
様
の
私
た
ち

日
本
人
に
対
す
る
愛
を
思
う
と
涙
が
出
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
炎
を
灯
し
続
け
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
の
信
仰
の
先
輩
た
ち
、
そ
し
て

今
現
在
も
大
変
な
ご
苦
労
の
な
か
で
信
仰
の
光
を

灯
し
続
け
て
い
る
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

新連載「シャロームニッポン」がスタート

尊い主の御名を賛美します。

いよいよ「シャロームニッポン」の新連載がスタートです！
今月号は、新連載拡大号として、別途パンフレット6ページ全10ページでお届けしています。

2020年、2021年はコロナ禍の中で、世界中の人々が、社会の有り様について、生き方について自問自答させ
られたのではないでしょうか。

栄子先生も数十年の献身生活の中で、アメリカやイスラエルから来日できなかったのは初めての経験です。輪嶋
氏も音楽プロデュ―サーとしてコンサートやイベント開催に制限がかかる社会生活での経験は初めてです。

コロナによるパンデミックの経験は、新しい社会生活のあり方や日常、働き方など多方面で急速に変化する時代に
突入したことを誰もが否むことはできないのではないかと思います。

時代は移り変わっていきます。しかし、永遠に変わらないものは一つだけです。それは、神の愛と神の言葉です。

「草は枯れ、花はしぼむが わたしたちの神の言葉はとこしえに立つ。」イザヤ書40章8節（新共同訳）

サン＝テグジュペリ「星の王子様」の有名な言葉の中で「いちばん大切なことは、目に見えない」という言葉が
あります。

目に見えない大切なものが、この世界にはたくさんあります。空気や時間もそうです。人間の心も目には見えま
せん。神の愛や聖霊も目に見えません。

「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」
1コリント13章13節（新共同訳）

目には見えない大切なことの中で、永遠に変わらず朽ちることのない最上級のものは神の愛です。その信仰と
確信、神のみことばの土台の上に、オメガ・ジャパンが生まれました。イスラエルを軸にしなければ見えてこない
聖書の世界、創世記から黙示録まですべてを神の愛を軸に読まなければ、聴こえてこない神の御声。それらの前提が
日本の教会において、世界的・歴史的なコロナ禍という困難を通して開かれた神の国の扉、永遠の命に至る道が
日本に開かれていく2022年だと思います。

聖書が伝える神の愛を、愛する日本のすべての人へ伝えたい！イエス様は神の愛を現すために2千年前に人の子
として、この地に来られました。そして、もう一度来られます。すべては父なる神の愛から始まり、父なる神の愛
のうちに生きるようになるためです。

「シャロームニッポン」は愛する日本へ天にあるすべての祝福と平安、平和と繁栄、癒やしと救いがあるように祈
りを込めて、ついに！いよいよ！とうとう！スタートです！

今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注が
れますよう心よりお祈り申し上げます。

イザヤ40章31節

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

しかし、主を待ち望む者は新しく力を得、
鷲のように翼をかって上ることができる。

2022年2月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。
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小冊子
『イエス・キリストは
 もう一度来られる
  ～黙示録ダイジェスト～』

栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　
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3

編集後記

このたびは、激しい台風でニュースレター読者の皆様方にお祈り頂きまして、心より感謝申し上げます。おかげさまで何とか今号も
全ページではないですが、いくつかのページで作業させていただくことができました。私の住むエリアの電気復旧はおよそ2カ月間
かかります。ですので今はまだ折り返しで、発電機を使用して行っています。来月号では電気が復旧していますように！

（細井浩子）

新連載
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガプロジェクト2022

　大型の台風22号は、昨年12月16日から18日かけて、フィリピン
中南部を通過し甚大な被害をもたらしました。また、トンガ沖の
海底火山噴火など、世界で様々な自然災害が起きています。ライフ
ラインが速やかに復旧され守られますように。

栄子・スティーブンス師ご夫妻のために
　お祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル師の健康
が守られるように。アメリカの教会での終末セミナー、ニュース
レターの対談や執筆活動の上に、主の油注ぎと祝福が満ちあふれ
るように。

Bride Vol.118 拡大号（A4/6P）

新連載「シャロームニッポン」のために
　栄子・スティーブンス師と輪嶋東太郎氏の対談による、福音
伝道のニュースレターが、一人でも多くの方に用いられ、日本に
シャローム（ヘブライ語で平和、平安の意味）が、主のあらゆる祝福
が日本に注がれますようお祈りください。

国内外のコロナ感染拡大に伴う影響や自然災害を覚えて
　国内外でコロナが感染拡大し、様々な影響があります。お一人
おひとりの健康と生活が守られますように。

～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

栄子・スティーブンス Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.20 未来の預言―その12

新連載 日本シリーズ 2
ニッポン

シャロームニッポン

「シャロームニッポン」スタート！
栄子・スティーブンス師と輪嶋東太郎氏の
対談シリーズが今月からスタートしました。
愛する日本の皆様へ、神様からのラブレターである
『聖書』を分かりやすくお伝えするバイブルトークです。

二人の証人の復活

ご感想やお声をお聞かせください。全国からの祈りの課題もお待ちしております。

メールアドレス：info@omega.or.jp　TEL＆FAX：06-6777-2117

早春のめじろと梅の花
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ターネットで、彼ら二人の死体が映し出
され、反キリストが大いにほめたたえら
れることでしょう。

二人の証人の死体がさらされているエ
ルサレムの大通りを、「霊的な理解では
ソドムやエジプト」（11:8）と言っていま
す。ソドムは彼らの罪が天まで達して、
ついには神様によって破壊された町です。
そして、エジプトは主の民イスラエルを
奴隷にした国です。しかし、ここでの場
所はエルサレムであることは間違いあり
ません。なぜなら、「彼らの主もその都
で十字架につけられたのである」（11:8）
と書かれているからです。

イエス様が十字架にかかられた都は、
エルサレムです。ではどうしてエルサレム
を、ソドムやエジプトと呼んでいるので
しょうか。

黙示録11章4節で、「彼らは全地の
主の御前にある二本のオリーブの木、ま
た二つの燭台である」と記されている、
主のそばに立つ、二人のメシアを殺した
悪い都を、聖なる名である「エルサレム」
とは呼ばずに、神様に逆らう「ソドムや
エジプト」と呼んでいるのです。

エレミヤ書23章14節、「エルサレム
の預言者たちの中にも、恐ろしい事をわ
たしは見た。彼らは姦通し、うそをつい
て歩き、悪を行う者どもの手を強くして、
その悪からだれをも戻らせない。彼らは
みな、わたしには、ソドムのようであり、
その住民はゴモラのようである」と記さ
れています。

黙示録11章10節で、「また地に住む

二人の証人が殺される
黙示録11章7節から10節、「そして

彼らがあかしを終えると、底知れぬ所か
ら上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、
彼らを殺す。 彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる。彼らの主もそ
の都で十字架につけられたのである。も
ろもろの民族、部族、国語、国民に属
する人々が、三日半の間、彼らの死体を
ながめていて、その死体を墓に納めるこ
とを許さない。また地に住む人々は、彼
らのことで喜び祝って、互いに贈り物を
贈り合う。それは、このふたりの預言者が、
地に住む人々を苦しめたからである」

7節で、「そして彼らがあかしを終える
と、底知れぬ所から上って来る獣が、彼
らと戦って勝ち、彼らを殺す」とあります。
彼らの伝道の期間である、1260日が終
わった時です。サタンは聖書のみことば
をよく知っていますから、二人の証人が、
1260日間伝道することを知っており、そ
の日を待っていたのです。同じく7節で、

「底知れぬ所から上って来る獣」というの
は反キリストのことです。黙示録13章で、
獣と呼ばれている反キリストのことが記
されています。

8節で、「彼らの死体は、霊的な理解
ではソドムやエジプトと呼ばれる大きな
都の大通りにさらされる」と書かれてい
ます。反キリストは3年半の間、彼ら二
人の証人を殺すことができませんでした
が、ここに来て、いとも簡単に彼らを殺
したのです。世界中、衛星中継やイン

新連載「シャロームニッポン」がスタート

尊い主の御名を賛美します。

いよいよ「シャロームニッポン」の新連載がスタートです！
今月号は、新連載拡大号として、別途パンフレット6ページ全10ページでお届けしています。

2020年、2021年はコロナ禍の中で、世界中の人々が、社会の有り様について、生き方について自問自答させ
られたのではないでしょうか。

栄子先生も数十年の献身生活の中で、アメリカやイスラエルから来日できなかったのは初めての経験です。輪嶋
氏も音楽プロデュ―サーとしてコンサートやイベント開催に制限がかかる社会生活での経験は初めてです。

コロナによるパンデミックの経験は、新しい社会生活のあり方や日常、働き方など多方面で急速に変化する時代に
突入したことを誰もが否むことはできないのではないかと思います。

時代は移り変わっていきます。しかし、永遠に変わらないものは一つだけです。それは、神の愛と神の言葉です。

「草は枯れ、花はしぼむが わたしたちの神の言葉はとこしえに立つ。」イザヤ書40章8節（新共同訳）

サン＝テグジュペリ「星の王子様」の有名な言葉の中で「いちばん大切なことは、目に見えない」という言葉が
あります。

目に見えない大切なものが、この世界にはたくさんあります。空気や時間もそうです。人間の心も目には見えま
せん。神の愛や聖霊も目に見えません。

「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」
1コリント13章13節（新共同訳）

目には見えない大切なことの中で、永遠に変わらず朽ちることのない最上級のものは神の愛です。その信仰と
確信、神のみことばの土台の上に、オメガ・ジャパンが生まれました。イスラエルを軸にしなければ見えてこない
聖書の世界、創世記から黙示録まですべてを神の愛を軸に読まなければ、聴こえてこない神の御声。それらの前提が
日本の教会において、世界的・歴史的なコロナ禍という困難を通して開かれた神の国の扉、永遠の命に至る道が
日本に開かれていく2022年だと思います。

聖書が伝える神の愛を、愛する日本のすべての人へ伝えたい！イエス様は神の愛を現すために2千年前に人の子
として、この地に来られました。そして、もう一度来られます。すべては父なる神の愛から始まり、父なる神の愛
のうちに生きるようになるためです。

「シャロームニッポン」は愛する日本へ天にあるすべての祝福と平安、平和と繁栄、癒やしと救いがあるように祈
りを込めて、ついに！いよいよ！とうとう！スタートです！

今月も主の恵みと天のあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に注が
れますよう心よりお祈り申し上げます。

イザヤ40章31節

12節で、「そのときふたりは、天から
大きな声がして、『ここに上れ』と言うの
を聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天
に上った。彼らの敵はそれを見た」と言
われています。死んでいた二人が立ち上
がったので、その中継を見ていなかった
人々も、いったい何事かと中継を見ます。
すると、二人の証人が雲に乗って空中に
浮き上がり、あれよあれよという間に天
に上げられていくのです。この時、人々
はかつて経験したことのない恐怖に見舞
われるでしょう。

ゼカリヤ書4章で「二人の油注がれた
者」という、二人の証人をメシアと表して
いました。イエス様が死んで復活なさり、
弟子たちが見ている時に、天に上げられ、
雲に隠れられたように、この二人の証人
も同じような形で、天に上げられます。

黙示録11章13節、「そのとき、大地
震が起こって、都の十分の一が倒れた。
この地震のため七千人が死に、生き残っ
た人々は、恐怖に満たされ、天の神をあ
がめた」

ここで、大地震によって甚大な被害が
起こっています。エルサレムは、高くそび
えるマンションが至る所にあります。その
十分の一が倒壊すれば大変な被害です。
死者の数は7千人と言いますから、阪神
淡路大震災の時の死者数と同じぐらいです。

13節で、「生き残った人々は、恐怖に
満たされ、天の神をあがめた」とありま
す。封印の災いの時も、ラッパの災いの
時も、人々は神罰であることを知りなが
らも、天の神をあがめませんでした。し
かし、二人の証人の昇天によって、恐怖
にとらえられて天の神に心を向けていま
す。ですがこれは悔い改めではなく、恐
怖に襲われた結果の行動です。それぞれ
が、王や大統領を崇拝するように、反キ
リストへの崇拝は変わっていません。

ここでユダヤ人たちは、2千年前に彼
らが拒否したイエス様が真の神であり創
造主、メシアであったことを、二人の証
人を通して聞いています。そして、彼ら
の復活と昇天を通して、彼らの語ったこ
とが真であったということを悟っています。
しかし、悔い改めには達していません。

ユダヤ民族は、誰かが言ったことを信
じて悔い改めをするような人々ではなく、
本当のことだと分かれば、それを自分
で調べて、納得してから悔い改めるの
です。

イエス・キリストは、初めて死者の中
から生き返られた方です。イエス・キリ
ストは神であり、神の御子であり、この
地上に到来し、罪人を救うために十字架
に架かられ、そして復活しました。イエ
ス・キリストを信じる私たちも、栄光の
御体に復活します。

「しかし、主を待ち望む者は新しく力を
得、鷲のように翼をかって上ることがで
きる。走ってもたゆまず、歩いても疲れ
ない」（イザ40:31）

すべての苦しみが無くなるのではなく、
主を待ち望むことによって、環境は何も
変わっていなくても、大いなる力を得る
ことができるのです。近い将来に起こる
神の御国の到来は、私たちの目の前で、
神々しく輝いています。皆様と手をつな
いで、その御光に向かって歩んでいけま
すように。

人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」。これは、世界中のあらゆ
る人々が、エルサレムにある二人の証人
の死体をながめているので、衛星放送で
あると思われます。

申命記21章22節から23節に、「もし、
人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あ
なたがこれを木につるすときは、その死
体を次の日まで木に残しておいてはなら
ない。その日のうちに必ず埋葬しなけれ
ばならない」と命令されています。です
から、死人を24時間以内に葬るように
というユダヤ教の教派があります。死体
を3日半も墓に納めることを許さないと
いうことは、ユダヤ人にとっては最高の
嫌がらせになります。

黙示録11章10節で、「また地に住む
人々は、彼らのことで喜び祝って、互い
に贈り物を贈り合う。それは、このふた
りの預言者が、地に住む人々を苦しめた
からである」とあります。世界の人々に
とって、二人の証人が死んだことがあま
りにもうれしいことなので、皆、誰かに
贈り物をしたいと思うほどになります。
ここは、大患難時代の中で人々が喜びに
満たされている、唯一の箇所です。
「このふたりの預言者が、地に住む人々
を苦しめたからである」と言われています
が、それはイエス・キリストが唯一の救
いの道であり、唯一の真の神であると言
うと、多くの人々は耐えられないほどの
不快な思いとなり、怒りに燃え上がるか
らでしょう。

この奇跡につなげて、エリヤとモーセで
あると語っています。

イエス様が変貌なさった時にモーセと
エリヤが現れたのは、モーセは律法を代
表し、エリヤは預言者を代表して現れた
のです。そしてマタイの福音書17章5節
では雲の中から、「彼がまだ話している
間に、見よ、光り輝く雲がその人々を包
み、そして、雲の中から、『これは、わ
たしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。
彼の言うことを聞きなさい』という声がし
た」と言われたのです。

犬だと呼ばれていた異邦人でも、信じ
る者はきよめられ、モーセの律法で汚れ
た物と呼ばれていた食物も、イエス様に
よってきよめられました。律法は、十字架
に釘付けられたのです（ガラ3:13 ～ 14）。

マラキ書4章5節には、「見よ。わた

二人の証人について
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録11章6節、「この人た
ちは、預言をしている期間は雨が降らな
いように天を閉じる力を持っており、ま
た、水を血に変え、そのうえ、思うまま
に、何度でも、あらゆる災害をもって地
を打つ力を持っている」

6節で「この人たちは、預言をしている
期間は雨が降らないように天を閉じる力
を持っており、また、水を血に変え」と
いう、奇跡を行う二人の証人です。この
奇跡が、旧約聖書でエリヤが行った奇跡
であり、モーセが行った奇跡であるゆえ、
この二人がエリヤとモーセだと考える神
学者たちが多くいます。神学者の中には、
マタイの福音書17章2節と3節で、イエ

ス様が高い山に行かれた時、
へんぼう

変貌なさり、
エリヤとモーセが現れたゆえに、やはり

しは、主の大いなる恐ろしい日が来る前
に、預言者エリヤをあなたがたに遣わ
す」と記されていますから、エリヤが終
末に現れることは確かです。ゆえに、そ
の一人はエリヤかもしれませんが、もう
一人がモーセであるかどうかは分かりま
せん。また、他の神学者たちは、「エリ
ヤとエノクは死なずに天に挙げられたの
で、彼らが二人の証人となって、死なな
ければならない」とも語っています。

コリント人への手紙 第一15章51節
で「聞きなさい。私はあなたがたに奥義
を告げましょう。私たちはみな、眠るこ
とになるのではなく変えられるのです」と
書かれています。再び戻ってきて死なな
ければならないのではなく、一瞬にして
変えられた時、肉の体はなくなり、栄光
の体になるのです。エリヤもエノクも、
同じように変えられたと考えられます。

しかし、主を待ち望む者は新しく力を得、
鷲のように翼をかって上ることができる。

2022年2月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

二人の証人の
復活を見る人々

黙示録11章11節から12節、「しかし、
三日半の後、神から出たいのちの息が、
彼らに入り、彼らが足で立ち上がったの
で、それを見ていた人々は非常な恐怖に
襲われた。そのときふたりは、天から大
きな声がして、『ここに上れ』と言うのを
聞いた。そこで、彼らは雲に乗って天に
上った。彼らの敵はそれを見た」

11節で「三日半の後、神から出たいの
ちの息が、彼らに入り、彼らが足で立ち
上がったので、それを見ていた人々は非
常な恐怖に襲われた」。これは恐らく、
衛星放送の中継の真っ最中に起こること
だと思われます。

2001年の9.11の出来事で、ツインタ
ワーが崩れていくのを世界中が震える思
いで見たように、二人の証人の死体を見
て反キリストをほめたたえていた人々が、
二人の証人が生き返ったのを見て、気を
失うほどの衝撃を受けます。


